
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ

　
　

　

　　

　　
　
　

　　　　　

、

　　　

会
長

　

阿

部

　

幸

弘

　

新
年
あ
げ
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
農
業
委
員
会
活
動
に
ご
理
解
、
ご
協
力

を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
を
取
巻
く
環
境
は
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。従
事
者
の
高
齢
化
、
農
家
数

及
び
農
地
面
積
の
減
少
、
鳥
獣
害
の
増
加
、
耕
作
放
棄

地
の
増
加
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
影
響
も
心
配
さ
れ
課
題
が
山

積
み
し
て
お
り
ま
す
。

農
業
委
員
会
で
は
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
応
し
て
、

一
年
を
通
し
て
農
地
相
談
窓
口
、
農
業
者
年
金
、
労
災

保
険
の
推
進
、
農
地
の
全
筆
調
査
に
よ
る
意
向
確
認

や
適
正
指
導
等
の
取
組
み
に
よ
っ
て
、
農
家
の
皆
さ

ん
に
寄
り
添
っ
て
希
望
の
持
て
る
環
境
を
つ
く
る
活

動
を
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
関
係
機
関
で
あ
り
ま
す
南
あ
わ
じ
市
農
商
部

で
は
、
「人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
取
組
を
推
進
し
て
お

り
ま
し
て
、
人
と
農
地
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の

「未
来
の
設
計
図
」
に
つ
い
て
、
市
内
各
地
区
で
説
明

会
が
開
催
さ
れ
、
十
集
落
余
り
が
作
成
に
至
っ
て
お

り
ま
す
。引
き
続
き
多
く
の
地
区
で
取
組
ま
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

本
年
も
、
三
十
六
名
の
委
員
全
員
が
法
令
を
遵
守

し
、
公
平
公
正
な
立
場
で
南
あ
わ
じ
市
農
業
及
び
農

業
者
の
振
興
発
展
の
た
め
、
誠
心
誠
意
活
動
を
し
て

参
り
ま
す
。ご
支
援
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
健
康
で
穏
や
か
な
良
い
年

で
あ
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

今年の干支「申」にちなんで、イングランドの丘のリスザルです。エサをほおばったり、ジャンプしたり、
走り回ったり…。そんなリスザルから目が離せません。「みんな、あいにきてねり」

　　　

１
十
十１
１

　　

～

鰍
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補綴禰

南
農
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髭

棚
聾第繍

断鋪
鰍…醐鞭漸獅

肺
臓
縦
醐轍麟



　

農
地
パ
ン
ク
と
は

　　　　　　　　　　　

京
田
辺
市
農
業
委
員
会
長

の

　

叶

　

　

　

　

　
　
　
　

”

　

農
業
委
員
視
察
研
修
報
告

　

－

　

農
家
を
守
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
農

－

　　　　　　　　　　　　

－

　

地
が
守
れ
る
」
と
い
う
話
に
は
共

　

＝

　

＊
委
員
は
、
担
当
地
域
で
担
い

　　

手
へ
の
農
地
集
積
や
遊
休
農

　　

地
の
発
生
防
止
・
解
消
、
新

　　

規
参
入
の
促
進
な
ど
に
よ
る

　　

農
地
利
用
の
効
率
化
に
取
り

　　

組
み
ま
す
。

…
③
農
業
委
員
の
選
出
方
法
を
変
更

　

＊
公
職
選
挙
法
に
基
づ
く
も
の

　　

か
ら
市
長
が
議
会
の
同
意
を

　　

得
て
任
命
す
る
方
法
に
変
更

　　

さ
れ
ま
す
。

　

＊
改
正
法
は
、
平
成
二
八
年
四

　　

月

一

　

日
に
施
行
さ
れ
ま
す

　　

が
、
経
過
措
置
に
よ
り
南
あ

　　

わ
じ
市
農
業
委
員
は
任
期
満

　　

了

（平
成
二
九
年
七
月
三
一

　　

日
）
ま
で
引
き
続
い
て
農
業

　　

委
員
と
し
て
在
任
し
ま
す
。
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．
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霞．「

　

　　　

　　　　　　　　　　　　　

　　　

　

　

農
地
バ
ン
ク
と
は
、
農
地
の
所
有
者
が
管
理
で
き
な
く

＝

　　

会
長
職
務
代
理

　

竹
田

　

孝
司

　

＝
感
し
ま
し
た
。

な
っ
た
農
地
を
登
録
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
情
報
を
借
り

Ｌ

　

私
ど
も
委
員
一
同
は
昨
年
十
月

－

　

ま
た
、
大
果
大
阪
青
果

（
株
）
－

た
ぃ
買
い
た
い
）人
へ
提
供
し
、農
地
の
有
効
利
用
を
図
三

九
日
工
６
員
京
田
辺
市
農
…
で
は
今
後
の
市
況
見
通
し
の
説
明

＝

　　　　　　　　　　　　　

…
業
委
員
会
及
び
査

芙
阪
青
果
…
を
受
け
、
植
物

墓
爺
静
養
瞥

次
の
ょ
ぅ
な
理
由
で
ぉ
困
り
の
方
は
・農
地
バ
ン
ク
に

一
（株
）、
大
阪
府
立
大
学
植
物
ェ
場

Ｍ
ェ
場
で
は
将
来
』
犠
鍔
熔
贈

…

る
事
業
で
す
。

．・ー^’

ご
登
録
く
だ
さ
い
。登
録
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

・
遠
方
に
居
住
し
て
い
る
方

　

・
農
業
の
規
模
縮
小
や
離
農
を
考
え
て
い
る
方

　

・
労
力
が
不
足
し
て
い
る
方
（高
齢
、病
気
等
）

　

・
後
継
者
が
い
な
い
方

　　　　

写
り

一

　

瞬
凝

　

　

　
　

喋

　　

し
形
借
　
　

　　　　
…

　

．」

　

ム

　

ー

　

　　

　　

だ：コ色｝八ンラ 江上三寸「三口甲山

訓情繊凋台励－ド直し手）と
同意書を農業委員会に提出

　

農地ノ＼・ソク′．、‘；｝≧≧醒め中ドガ

農地欄膨公開台帳カード（借り手）と
同意書を農業委頁会に提出

豊洲ｉノー一言なり≦き幸な－三豊起請濠′孝

　　

二三云ｒ～

　　

－

　

－

提出されたカードに基づき台帳を作成

　　　

と

　

…繋

　

　

　　　
　

　

　

　

賃

　　

…
手

所

鋤

　

一部一難

　

　　　

　

　

　

　

　

　

受け手の氏名や住所、条件な

　

に貸し付け又は売り渡しを検討

「農地の借り手台帳」を間罰

　　

…

受け手に電話、訪問等により協議

農業委員・震業委員会事務局による助言・仲介

農地所有者へ電話、訪問等により協議

ー

　

へ
と
視
察
研
修
に
行
っ
て
参
り
ま

　

ー

　

の
野
菜
工
場
を

‐
し
た
。

　　　　　　　

…
見
学
し
ま
し

　

京
田
辺
市
は
玉
露
茶
が
主
産
品

　

＝

　

た
。

叫

　

で
、
遊
休
地
に
は
レ
モ
ン
、
ジ
ャ
バ

　

”

　

こ
の
経
験
を

‐
ラ
の
植
樹
を
行
っ
て
い
る
と
の
こ

…
活
か
し
、
今
後

－
と
で
し
た
。

　　　　　　　　　

＝

　

の
農
業
委
員
活

ー
動
に
取
り
組
む

…所
存
で
す
。

ｒ三
一

′▲

　

中

「慶地の貸し手台園 「農地の借り手台倒

　

に処理状況を記載

　　
　
　
　

　

　
　
　

　

農
委

・
農
地
制
度

　

…
④
辰業
委
員
会
ネ
ッ
ト
ヮ
ー
ク
機

　

農
業
の
成
長
産
業
化
を
図
る
た

　

＝
⑤
農
業
生
産
法
人
の
要
件
等
の
見

－

　

め
、
６
次
産
業
化
や
海
外
輸
出
、
農

－

　

直
し

＝
地
集
積
・
集
約
化
等
の
政
策
を
活

＝

　　

＊
「農
業
生
産
法
人
」
か
ら

「農

＝
用
す
る
経
済
主
体
等
が
積
極
的
に

‐

　　

地
所
有
適
格
法
人
」
へ
名
称

－

　

活
動
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
た

　

－

　　　

が
変
更
さ
れ
ま
す
。

＝

　

め
、
農
協

・
農
業
委
員
会

・
農
業

一

　　

＊
構
成
員
に
占
め
る
農
業
者
以

…生
産
法
人
の
一
体
的
な
見
直
し
が

－

　　

外
の
割
合
が
議
決
権
の
２
分

＝
実
施
さ
れ
ま
す
。

　　　　　　　　　　

の
１
未
満
ま
で
認
め
ら
れ
ま

＝
【改
正
の
ポ
イ
ン
ト
】

　　　　　　　　

す
。

…
①
農
業
委
員
会
の
役
割
が

「農
地
…

　

＊
法
人
の
役
員
の
農
作
業
従
事

　

等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
」
＝

　　　

要
件
が
役
員
等
の
う
ち
一
人

　

と
し
て
強
化

　　　　　　　　　　　

以
上
が
農
作
業
に
常
時
従
事

…
②
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
＝

す
れ
ば
足
り
る
よ
う
に
な
り

－

　

新
設

　　　　　　　　

…

　　

ま
す
。

農 地 法 第

　

３

　

条 許 可 の 申

　

請
農業経営基盤謝ヒ徳臨法に基づく利用権の設定等の申出

震地法の許可・農用地利用集積計画の公告



　　　　　　　　　　

農
業
委
員
会
は
こ
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
！

　　　

全
国
農
地
ナ
ビ
っ
て
？

〆

選

任
委
員
閣

　　　　　　　

－
－

　　　

－
－

藍
醒
艇
癖
泌
勝

隊
鯵
影
酵

　

－

　　　　　　　　　　　　　　　　　

、

　　　　

全
国
農
地
ナ
ビ

農

地
情
報
公

一

　
　
　
　

　　　　　

－

　

担
当
地
区
長
田

　

こ
の
度
農
協
推
薦
に
よ
り

農
業
委
員
を
拝
命
い
た
し
ま

し
た
。
与
え
ら
れ
た
仕
事
を

一
所
懸
命
や
る
所
存
で
す
。

委
員
の
交
代
に
よ
り
、
一

部
担
当
地
区
の
変
更
が
あ
り

ま
し
た
。

　

伊
賀
野
地
区

　

井
口

　

千
尋
委
員

活
動
報
告

…代鵜燦壊窺融砕総勢磯副贈誠だ桝雌鱈
“蝕納嗣離輝か磯鎌諸切
－開システム）は・市町村およ
Ｍ

　

◆
農
地

の
有
効
利
用

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＝
び
農
業
委
員
会
が
整

１ 全国農地ナビ １検索

　

・
農
地
の
権
利
移
動
や
転
用
に
関
す
る
審
議

　　　　　　　　　　

”
地
図
情
報
の
公
表
項

　

・
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
の
実
施

　　　　　　　　　　　　　　　　　

＝
目
に

つ
い
て
、
イ

ン

　

・
農
地
利
用
状
況
調
査
の
実
施
と
遊
休
農
地
の
利
用
意
向
調
査

　　

‐
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公

◆
担
い
手
の
育
成

　

・
認
定
農
業
者
や
新
規
就
農
者
等
へ
の
農
地
利
用
集
積
を
進
め
る

　

．
表
す
る
サ
イ
ト
で

　

な
ど
、
経
営
改
善
の
支
援

　　　　　　　　　　　　　　　　

＝
す
。

「全
国
農
地
ナ

　

・
人

・
農
地
プ
ラ
ン
の
推
進

　　　　　　　　　　　　　　　　

”
ク
セ
ス
を
！

◆
情
報
提
供

　

・
賃
借
料
情
報
の
公
表

　

・
農
業
委
員
会
だ
よ
り
の
発
行

　　　　　　　　　

稲

　

…
′

　

・
全
国
農
業
新
聞
の
普
及

　　　　　　　　　　　　　　

全
国
農
業
新

◆
そ
の
他

　　　　　　　　　

／

　　

－－一
躍

『

　　

勘

　

”

　　　　　

購

ー

　

．
農
地
の
貸
し
借
り
や
売
買
な
ど

　　　　　　　　　　

三
農

　

ー

　　

の
相
談

　　　　　　

　

　

　　　　

　

　

　

・
農
地
の
ト
ラ

ル
や
苦
情
“
関

１１計請唖州キキ櫨繊

　

＝的縫廻醸際噺鯛融

　

す
る
相
談

全
国
農
業
新
聞
の
奉

　　　　　

購
読
を
！

【

　　　

・＆陛

　　

議

　

．
，議

　

養
：
、．，
ｏ・静．

　

覧
黙刈喜

　

審鮭

　

静｛

　

＆感
熱寒総駆＆

　　　

－

全
国
農
業
新
聞
は
農
業
者
の
公

　

＝

＝
的
代
表
機
関
で
あ
る
農
業
委
員
会

一

…系
統
組
織
が
発
行
す
る
週
刊
の
農

…
＼・＼

　　　　　　　　

－，－：－，－，－：：：．・

　

・

　　　　　　　　

，，メノノ

〔
賃
借
料
情
報
－－

平
成
二
六
年
一

　

一
月
か
ら

平
成
二
七
年
一
〇
月
ま
で
に

締
結
（公
告
）
さ
れ
た
賃
貸
借

に
お
け
る
賃
借
料
水
準

　　

（
一
〇
ア
ー
ル
当
た
り
）

（単位：円）

区分 平均額 最高額 最低額

表裏作

脚馴 卿表作のみ

蜘 馴 馴裏作のみ 馴 蜘 馴
※
田
の
み

申
請
書
等
審
議
日
程

毎
月
次
の
日
程
に
よ
り
申

　

南
あ
わ
じ
市
農
業
委
員
会
で
は

　

－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－

　

業
総
合
専
門
紙
で
す
。
経
営
と
く

ー

　　

請
書
等
の
受
付
、
審
議
、
許
可

噌廻脚遭峰岬滅相蛤透陸沈鞠縄鎌－曲辱
地
－柏
談
ｍを
ご
剰
＝用
下
さ
い
。

　　

－
－瀞瀧
枕
暇
．

．
・
．
。

。
‐
崎
を噛も

鴬轡離郷
請

今
年
度
は
、
富
山
県
砺
波
市
と
岡

”

山
県
倉
敷
市
か
ら
の
視
察
が
あ

＝

山
県
倉
敷
市
か
ら
の
視
察
が
あ

＝

　　

農
地
の
賃
借
・売
買
・転
用
等
農
地
に
関
す
る
悩
み
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
＝

り
、
砺
波
市
の
視
察
で
は
耕
作
放

”

　

毎
月
１
回
農
地
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。な
お
、
相
談
日
以
外
で
も
、
ー

棄
地
対
策
と
玉
ね
ぎ
の
栽
培
に
つ

…地
区
担
当
の
農
業
委
員
や
事
務
局
に
随
時
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

い
て
、
倉
敷
市
の
視
察
で
は
農
業

－

　

【農
地
相
談
開
催
日
時
】
＊
先
着
四
人
、予
約
必
要

委
員
会
活
動
と
耕
作
放
棄
地
対
策

＝

　　　　

平
成
二
八
年
一
月
二
二
日
（金
）午
後
一
時
～
四
時
半

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
意
見
交
換

…

　　　　　　

二
月
二
六
日
（金
）

　　

″

を
し
ま
し
た
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　

三
月
二
五
日

（金
）

　　　

〃

購
読
料
一
ケ
月

七
〇
〇
円

（送
料
、税
込
み
）

　

に
つ
い
て
の
ご
相
談
は
お
早

　

め
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

○
申
請
書
等
受
付
締
切
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しっかり積み立て、がっちりサポート
安心で豊かな老後を

　

　 　 　

　
　
　　　

　

　　　　　

師雨立年金
Ｊあなたの老後生活への備えは十分ですか？

Ｊ年金は家族一人ひとりにつし、て準備することが大切です。

Ｊ老後の備えは国民年金ブラス農業者年金が基本です。

一回回②◎曲◎⑩圃　

★ 農業に従事されている万博誰でもヵＤ入できます。

　

６０歳未満の国民年金第１号被保険者（国民年金保険料納付免除者を除く。）であって年間６０日以上農業に従事してい
る方は誰でも加入できます。配偶者や後継者など家族農業従事者の方も加入できます。

★ 少子高齢時代に強い年金 蘭。年金資産は安全性を重視して運用しています。

　

自ら積み立てた保険料とその運用益（付利）により将来受け取る年金額が決まる「積立方式（確定拠出型）」の年金で
す。 少子高齢化が進んでも制度の安定性は損なわれません。

★ 保険料は自分で選べ、いつでも見直しできます。

　

自分が必要とする年金額の目標に向けて、 保険料を自由に決められ（月額２万～６万７千円の間で千円単位）、 経
営の状況や老後設計に応じていつでも見直せます。

★ 終身年金で８０歳までの保証付きです。
農業者老齢年金は、 原則６５歳から生涯受け取ることができます。仮に８０歳前に亡くなられた場合でも、８０歳まで
に受け取れるはずであった農業者老齢年金の額の現在価値に相当する額を、 ご遺族に死亡一時金として支給します。

★ 税制面で大きな優遇措置があります。
支払った保険料は、 全額が社会保険料控除の対象となり、 所得税・住民税が節税になります。
（支払った保険料の１５％～３０％程度が節税）。

★ 認定農業者など一定の要件を満たす方には、保険料の国庫補助があります。
認定農業者で青色申告をしている方やその方と家族経営協定を結んだ配偶者・後継者の方など一定の要件を満た
す方には、 保険料の国庫補助（月額最高１万円、通算すると最大で２１６万円）があります。

　

この国庫補助額に見合う年金は、 農地等の経営継承をすれば原則６５歳から特例付加年金として受給できます。農
地等の経営継承の時期についての年齢制限はなく、 本人の体力などに応じて受給の時期を決められます。

詳細な農業者年金の内容やご相談については、 最寄りのあわじ島農協、 南あわじ
市農業委員会、 または農業者年金基金にお問い合わせ下さい。

あわじ島農業協同組合ＴＥＬ．０７９９－４２－５２００

農業委員会事務局ＴＥＬ．０７９９－４３－５２３６ も
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